
秋田県立博物館研究報告第l.S号l～11ページI'm:;年3M

館蔵資料にみる背負い運搬具の諸形態

嶋田忠一本

l背負い細

ニナ・ミナ・ショイナ・ショイナワなどと

II平ばれる。鮪戯資料はすべて藁製であるが、

級の木の皮など樹皮製のものもみられる。二

尋～三尋が一般的で、I,I,J端部で細く、Iり前に

かかる中央部で太く、また1幅広くなっている。

この中央部には、木綿ｲ[Iの裂き紐が織り込ま

れてもいる<¥i独で、結束・背負う場合もあ

るが、おおくは、龍・袋・締などを固定し、

じかに背負ったり、背に当てものをして背負っ

たりする。

背負い純と共川されるところから、多くの

背I'当ての知も、「背負い縄」のタイプとし

て掲げておく。ヒェナガデ・ネゴ・ネゴケラ．

ワラシト・イタシト・イタヒェナカ．・キダラ・

ヒゴモ・カシベ・カコロなどと称されるもの

である。この背4>当て徹は、形態上いくつか

にわけられる。ひとつは、いわゆるネコケラ

タイプで、背に､'↑たる部分と肩当ておよび胸

当てが一統きの細みで-できているものである。

このタイプにはさらに、紐の付け方に速いが

認められる。それは、II〃前にあたる両端を細

でつないだもので、順の部分を締める腰細は

また、別になる。これに対し、胸当ての両端

から綾りあげた紐縄が左右一本ずつ付くもの

がある。そして、紐純が短い場合は胸前で結

び一続きのものと|司様の使い方をし、長くし

たものは、一II胸liuで交差させ、ネコケラの

I蝋にあたる部分の編み'三|にaし、腹部で締め

る川法である。材質は主に藁であるが、ガツ

ギも多く使川される。荷而には、荷ずれを防

は じめに

当館では、約3,600点ほどの民俗筏料を収

蔵している。その内訳は、既に「収戯資料目

録一民俗一」（昭和56年3)!)のなかに記し

ているものの、その後の迫力||・ドIll訂はなされ

ないまま、今日に至っている。資料の蓋録・

分類・整理に関る日常の作業は、II録の補追

作成があって、公表され完結するものである

だけに、基本的な活動の遅滞を感ずるもので

ある。そこで本稿では、分類作業の進股に則

して、Iﾘlらかにすべきものの一例として報告

するものである。なお、分類方法はIT榊秘IIら

れているが、ここでは磯貝[1971]および外

l崎[1978]に拠り六分類とした。

▲山菜採りのコダシ使用例
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いだり、荷の無い時の背飾りとして、ガヅギ

の茎を残して見せたり、藁製の床を別に作っ

て取りつけるなど、美的な配慮もみられる。

また、縁かがりや紐には、木綿の裂き布を混

ぜるほか、腰紐全体をカヴァーするように色

のついた布をかぶせたものもある。

さらにもう一方のタイプはシト型である。

シト型の基本は、藁で編んだ厚い布団様のも

のである。単にシトといえば庭囲炉裏の周l此I

で〃lいる藁の座布団をいうことからも知れる。

これに文字をあて、尻当としたものも時折み

られる。いわば、シトに紐を付け、背負い川

具としたもので、ヒェナガデやワラシトと称

されている。一般には藁で、地域によっては

麦稗などで、びっしりと床を作り、その_|毛か

ら蓮や畳表で包み込んで使用する。荷の当た

る側には、板をあて、床にしっかり固定する

のである。さらに、この床の両脇に、別作り

のi|'iV,の狭いひれを取りつけたものもある。こ

れは、収催した稲を|Ⅱんぼから家まで連び入

れるときに用いたもので、稲の註や葉先など

が体に入り込まないようにとの配慮からでた

ものである。同じシトでも、イタシトとII乎ば

れるものは、床にあたる部分が一枚の板でで

きているものをいう。ほとんどの場合、大水

の伐根をfII用し、しかもii:目ではなく、板II

を挽いて、荷ずれ防止のために刻みをいれた

ものである。そして、上部中ほどに左右一個、

下部左右の端に一仙ずつ穴を開け、これにヤ

シマという、藁やガマ製の肩当て紐をj山して

背負うのである。材質は、主に杉材で、栗や

樫など堅木も良い。しかし、それ自体の重さ

が"Ⅱわったり加工に雌があるため、杉村が適

している。長い間使い込まれたもののなかに

は刻みの角が摩耗しﾒL<なったり、使った人

の背の形に湾曲したものまでみられる。柴や

薪・釜木などを運ぶため、ヤシマは、何本も

予伽を用意して歩いたものという。ヤシマは、

編み上げの元を結びllこめてから、幅広い肩当

て部分を細み、次第に細細みをして終えたも

のに別に編んだ紐を、編み上げの元に差し込

みつけてできあがる。女性用は板の幅が一尺

位の小型のもので、男性用は三尺位のものも

あり釜木のような重いものを運んだものであ

る。このほかに背中当てとして利用されるも

のに、ケラやキゴザ（着莫箆）の類がある。

ケラの材質は、ケラクサとも呼ばれるタツノ

ヒゲ、スゲ、マソダ（シナ）、ワラ、ミゴ、

ガヅギ、ササなどあり、これらを作業用雨具、

外出用、11青着川などとして使用してきた。キ

ゴザは、文字どおり真産に紐を付け背中当て

としたもので、主に日除けとして使われた。

幅の広い、翼雌そのものに紐をつけたものか

ら背中のI隅に合わせて仕立て、黒のカナイト

(木綿糸)で背模様を縫い綴じたものまである。

このタイプはまた、背丈位の長いものも知ら

れている。この用法は、II蝋のあたりで折り返

して使うもので、その分だけ長いことになる。

ところで、先のイタシトにつき、若干の補

足をしておくが、それは、荷細との共用の他

に、モタと呼ぶ道具との共同作業があるとい

うことである。この作業は、炭焼きのときに

行われるもので、釜を築いてから、まず釜木

を目勘で四尺位に伐り揃え、モタに掛け渡す。

これが、シ|､の大小に合った亜さになったと

ころで、シトを背負った運び手が腰をかがめ

ながら後じさりしてモタのなかに入り込み荷

縄を縛りあげ、立ち上がりながらモタのひか

え棒をはずし、運搬することになるのである。

こうして、重い生木を、IKを下ろしたりせず

に、容易に運べるのである。II典を上げ下ろす

場合の二倍、20貫を運ぶという。もちろん女

性用はシ|､も小型のため、そう多くは運べな

い。なお、シトは釜木だけ-ではなく薪物や柴、

炭俵など重いものに向くのだという。モタの

櫛造は、直径十セソチ程度の立ち木を、｜隈の

あたりに枝の釣部を残して、背丈ほどの長さ

に二本伐る。釣になった方を外に向け、地面

に突き刺す。このとき、まっすぐではなく体

を入れるflj.ilに少し似斜させる。そして、次に
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釣のない棒を二本ｲﾉ|;り、傾斜させた方I'i]から

支えるように、簡単に持ち上げられる程度の

深さにさし、もう一方の端を柱になった棒の

釣に立てかける。これでモタが完成したこと

になる。モタの材料としては、栗が最も良い

が、特別にこだわらず、釜木の近くのもので

済ませたという。このようなことから、炭を

焼いた地域で、イタシトを洲介すると、まる

で一つのセットとして話されるのである。

リとMじものである。いずれも、山･子やマタ

ギが道具や弁当を入れ、背負い歩いたもので

ある。後者では、さまざまな樹皮が用いられ

る。ブドウ・アケビ・杉・マソタンブ・トヅ

ラなどの皮や蔓が多い。これらは、編み止げ

る際に適度の湿気を与えることによって"Ⅱ1：

しやすくなり、仕上がるにつれ乾燥し形が|古I

定する性質をもつ。そのため立体を維持しや

すいものの、細製コダシのように折れやIlllげ

には適しないものでもある。この点も龍に近

い||質と思われる。それに比して、袋に近い

lⅡi平なコダシは、場合によっては折りたたん

で持ち運びができ、必要に応じて取り出して

仙川できる便利さがある。とともに、詰め込

むI¥(にあわせてふくらむなどの融通性もある

のである。いずれにせよ、これらは、腰に|､‐

げることも背に負うこともできるが、概して

ｲWが聴ければ重いほど、形態が大きければ大

きいほど、背負う形式となる。大きいものは

後掲の整即表では、杉皮とブドウ皮製が知れ

る。これには手提げ用の紐がつけられ、Ill子

が、II哩蛇や鋸、手入れ道具輔、弁当などをい

れ歩き、手龍に似､た使いﾉをしたとともに、

場合によって、小|脇に抱えたり背負ったりす

ることもあった。これら人刷のものは、網代

細みが多く、縁かがりは矢筈巻縁となってい

る。

材料としての樹皮の採取には、特定の時期

が指摘されている。たとえば、由利地方の場

介、アケビ聯は、八月ころ採取し|陰干しし、

それを冬まで保存しておく。農閑期になって

から編みの仕事にかかる。陰~｢皇ししたものを

水に浸し、柔らかくしてから編み始めるとい

うのである。また、マソタンブの蔓は、春か

ら秋にかけて採取し、皮を剥いでから割り、

4*芯を取り除いて細み材とする。直前に水に

杜すのは、アケビI司様である。なお、コクワ

やマタタビの場合は2～3年ものの蔓を採取す

る。葉落ち後から芽吹きまでの、樹勢の衰え

るIPII川に採取し、水の中に演けたりして乾燥

2背 負い袋

形態的には、網袋や布製のジョウジなどの

ように、袋部とその両端につく紐からできて

いて、口の方の紐を片方の肩越しから、底部

の紐を脇下から,'11して胸前でIiぶものがある。

これはマタギなどUJｲI:事の人々の弁当入れや

旅に出る際の貴電,',:',入れなどとして川いられ

てきた。一方、一般にコダシと呼ばれる背負

い川具があり広く仙川されてきた。帥戯資料

のなかでも最も数多く収集されてきた。例示

したように、腰に結びつけたり、背にI1らな

どして用いられる。また、負う場合でも、じ

かに負ったり、背'I'当てやケラの_上から背負

うなど、その時々の条件に応じた組み合わせ

がある。

コダシを形態から|式別してみると、ほぼ二

極瓶になる。ひとつは、扇､Ifで、底の細みは

あっても座りのないもので、ものを入れる｢_I

も袋のように広げながら用いるもの、もうひ

とつは、立体的で、底部を'I'脚ゑくとり、座り

が良く、口縁部には縁編みが施され常に|淵い

ているもの、である。前者はより袋に近く、

後朽･はより龍に近いものといえよう。これを

材質からみると、liu者では細い純を川いて細

みkげたものが多く、縦長とRi'i長に分けられ

る。一般には横長形式が多い。縦長形式のも

のは、スカリやタテコダシなど|'平ばれ、マダ

（級の木）皮やブドウ皮で細んだものが多い

が、館蔵資料のように縄製のものもある。タ

テコダシは縦長のコダシということで、スカ

今
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しないように保存しておく。そして、水分が

抜けないうちに一気に仕｜､.げる。そのため人

によっては、厳冬Iりlに火の気のない、湿気の

多い風呂場で、午fill1～211キごろに作業をす

るほどである。

つぎに、ここでは「背負い袋」類として納

めておくが、コダシよりも－1'脚立体的な嚇造

を持つ二ダラ（荷俵）が挙げられる。これは

他にナダラ、ヨコダワラ、フゴとも称され、

直方体に形成されている。各Ifll共に俵編みか

らなり、蓋にあたる尺部は一側面部の細み伸

ばしによってできている。ほとんど藁製で、

大型のものは、根illlがり竹を'Mった、力竹で

補強するなどしている。これは、山仕事の人

がオノやダイキリなどを入れたり、コダシよ

りも大量にものを逆ぶときに川いた。より小

型のものは、藁製ばかりでなくガヅギやガマ

製もあり、保温に適したものとして知られて

いる。冬期間山働きに出る|際、飯や弁当など

を入れる、保温川として川いられるところか

ら、ママダラという地域もある。この場合、

なかに蕊屑を入れ、保温効果を高めることも

あった。

3背負い篭

カゴ、ショイカゴと呼ばれる。館蔵資料と

しては、4点認めることができる。イタヤ製

1，アケビ蔓製1，竹製2で、長方体型と､l

m型に分けられる。このなかで、アケビ製は

iii述したコダシ型の大型とみなし得るもので

もある。また、竹製の1点は、製作地のｲく11)1

のもので、使用地・者のlﾘlらかな資料である。

これは、製作年も占<、地元のものには見ら

れない粘巧な作りである。各而は真睦月編み、

内側に渋紙を貼り、底に交差した桐材と四隅

にもMじ桐材の柱を役け、そのなかに州lliIの

竹篭を据え置くという形態である。そして背

に当たる部分には、縦に一枚の板をあて、そ

こから肩紐が出ている。また、蓋が金具で留

められているoS'l/M淵家で仙川されていたも

ので、在郷を|囚1り歩いた時に|脹抑などを入れ

たものと伝えられている。地元の竹製のもの

は、別に汽単カゴとも称し、行商の人達がよ

く川いたところからの命名と思われる。これ

は、底がIﾉt-lOH筏底で各面が其雌II細み、材

は、根illlがり竹を主とし、口縁や呉離にIの縦

芯にマダケのﾉJ竹を組み入れ、ところどころ

に藤を川いてドIll強と装飾的な配慮をみせてい

る。また、側IflilI縁部には紐のかかり穴を設

けている。これらには帯状の担ぎ糸||:が結ばれ

る。岩城mrffunは、竹龍屋が多くいたところ

として知られているが、ここでは、マチヨイ

カゴと称して、在方の人々が亀川に川達に行

く際に用いたという。なお、イタヤの背負い

龍は、口縁が[段巻縁で各面・底ともに菱網

代である。

4背負い梯「

ショイコ、ハシゴ、ショイバシゴなどいい、

館蔵資料は2点と少ない。どちらも、いわゆ

る無爪型で、うち1点は裾の部分にゆるやか

な湾曲部を持っている。背にあたるところに

は、藁純やブドウ蔓を横に巻き込んでいる。

荷縄とともに川いる。

5 背 負 い 城

モッコ、ハコモッコ、ショイモッコなどと

いわれる。形態的には二種類あって、一つは

台形を逆さにした形のもので、11縁部が大き

く広がり、底部が狭くしぼまる。そして、拙

造'二は、11縁部がものを入れるIIで、底部が

||｛し口になっていることである。底部は、長

辺の、背にあたる一辺のみ蝶番椛造になって

いて、もう一辺には一本の紐がつき、この紐

を引いたりゆるめたりして、ものの出し入れ

するものである。底部が釘づけされている場

合は、上体を折って肩Iiから、11縁門:i;からII!

し入れされる。もう一種は、縦長の純形で底・

口縁ともHじ､l法のものである。これには普

皿は、底部のmm櫛造はみられない。lill者は
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一般に沿岸地方に分布するもので、後渦は内

陸地方に多い。前者の、沿岸部での分布傾向

から、北海道の陳漁場からの移入・伝播とみ

られていて、本県ではハタハタ船などからの

陸揚げのほか、堆肥運びや土砂・バラス運び

にうってつけの道具として使われてもいる。

後者はもっぱら、堆肥・土砂運びとして川い

られている。

この他、小間物行商月lとして、何段もの小

引き出しを設けた背負い箱がある。これには

肩掛け紐が付いている。

6背 負 い 龍 梯 f

ネッコショイ、ショイモッコ、カゴモッコ、

ワラモッ コ 、 マ ク サ モッコ、マクサアライカ

ゴなどの名称をもっている。形態は、縦に長

かったり横に広がったりするものの、基本的

には椀型である。この形を作る材料は、根Illl

がり竹や雑木柴で、それらを曲げてIlll面の支

えとし、さらにその周囲に針金や草縄を巻い

て幣えている。そして、これに直接肩掛け紐

をつけたり、別に梯子状の背当てを取りつけ

て使用するのである。用途は、田植え時の苗

運び、堆肥運び、堆肥づくりや飼馬の草刈り

用で、特にマクサアライカゴは、その端のど

山作業（女子）の着装例

｢長手拭・ジバソコ・カシベ・手甲・荷1
L縄・前垂れ・モソペ・ハバキ・ワラジ」

とく、朝草刈りの際には、濡れて士が付着す

るためモッコごと流れ水に浸し洗うことがで

きたため、重宝がられた。概して、Illl而の縄

掛けをびっしり、透き間なく掛けたものは堆

肥運びなどに川い、おおざっぱに掛け渡した

ものは、草運びに適したものである。

おわりに

以'二が、鮒戯資料のうちの、背負い運搬具

のおおまかな分類案である。これにより、こ

れまでの収集状況が知れるとともに、ノ>後の

収集についても展望をもち得たように思う。

ところで、－－つの分類案に拠る限り、どう

しても、他との関連あるいは共同して一つの

作業にあたるような資料については、そうし

た複合性をいかにして表すかが問題になる。

ここでは特に、イタシトとモッタとのかかわ

りに注目して記してみたが、今後こうした複

合あるいは共用の部面を念頭に調査してみた

いものである。
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青森県における背負い運搬

具の諸形態(｢物質文化｣31号）

農作業の着装例

[編み笠・網袋．11ども］
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秋田県立博物館研究報告第IS号

■主な背負い運搬具■

識、､kい

､表ナ昭和町２
■.

1 ニナ西木村

雪

5セナカアテ昭和町

3セナカアテ六郷町4セナカアテ西木村

1

9同前ヤシマ

6同前荷面 8同前荷面

－6 －



館厳資料にみる背負い運搬具の諸形態

登鍾室鴬

0

2

1 2 タ テ コ ダ シ 鹿 角 市

10網袋秋田市

'1クラゲァ阿仁町一

Z

14コダシ八森町

13コダシ鹿角市

1

16コダシ森吉町
15コダシ鳥海町

７
‐



秋田県立博物館研究報告第18号

17コダシ山本町
18コダシ山本町

一

茜::琴畠

19二ダラ秋田市
20ナダラ八森町

（

21ショイカゴ六郷町

22シコイカゴ角館町

8



館戯資料にみる背負い運搬具の諸形態
一基孟弓＝竜二．

LP

23シヨイカゴ秋田市

イ
ー造方-,号等

2 6 シ ョイバコ雄勝町

28セオイモツコ秋田市

25セオイハシゴ田沢湖町

24シヨイコ鹿角市

27イタモッコ秋田市

29マグサアライカゴ秋田市

－9



秋田県立|呼物館研究報告鞠18号

表 背負い運搬具一覧

－10－

型

91佃

胴u

袋

名称

ミナ

一斗一
・一一ノ

一
一 ナ

ニナ

ネユゲラ

ネコゲラ

セナカァテ

セ ナカアテ

セナカアテ

セナカァテ

セナカアテ

セナカァテ

セナカアテ

セナカアテ

セオーイイタ

セ オイイタ

セナカデ

セナカァテ

セナカァテ

ワラシト

ア ミブクロ

ジ三Iウジ

クラゲァ

スカリ

タテコダシ

二1タシ

ユダシ

コダシ

コダン

コダシ

収集地

KIIIij

昭和Ill]

m木村

由fIIIIIJ-

Ill利mr

由利町

昭和HIT

昭ｲﾐJ

秋IIIiIj

秋Illlll

鳥海Ill:

西木|:､I

大餓Tfi

六郷Il1l

秋I-IIiIj

秋mm

五城||町

秋nriili

秋Ill巾

昭ｨ；IIIIIJ

秋IⅡ巾

羽後Ill)-

阿仁mr

鹿Irfi

鹿角ill

鳥海HIT

鹿角ill

由利mr

象潟町

秋Illlll

材質

ワ ラ

ワ ラ

ワラ、木綿ｲll

ワ ラ

ワラ、裂きfII

ワラ、裂き紐

ワラ、ビニールムシロ、

ビニールテープ、合板

ワラ、ビニールムシロ、

ビニールテープ、介版

スケ、布裂き紐

ゴザ、杉皮、布裂き紐

カヅギ

プjマ

ワ フ

ワ ラ

杉

杉

杉

杉

杉

ワラ、ビニールムシロ、

ビニールテープ､介版

麻紐

1杯ｲll

木綿布

ワラ純

ワラ縄

ブトウ蔓

ブドウ蔓

ワラミコ

アケビ蔓

紙紐

､l法(cm;

32(）

2ヒロ

3ヒロ半

6()4

82/21/6

82/21/6/

9/45/71

10/42/67

33180

8／35/87

6／25/95

8／25/89

8／37/140

6／3()/95

5／27/46

4/24/41

4／22/45

28／3／52

46/27／3

9／43/67

45/13

79/33

24/8(〕

73/49

59/44

32/22/27

35/31

8／44/28

25/40/24

6／35/26

写真

2

1

5 ， 6

4

3

7，8，9

1(）

11

12

13



館ﾉ故資料にみる背負い運搬具の諸形態

‐11

型

袋

篭

梯 子

A宍･

相

龍梯子

橘称

ユタシ

ユタシ

コダシ

ﾕダシ

ゴタシ

二Iダシ

二lダシ

コダシ

コダシ

コダシ

コダシ

コダシ

ナダラ

ニダ．弓,／

ニダラ

シ ョ ィカゴ

シ ョ ィカゴ

ショイカゴ

ソ ョ イカゴ

ショ イコ

セオイハシコ、

ノョイハシゴ

ショイ バ コ

イタ モッコI.

セオイ バコ

セオイ モッコ

セオイモッコ

セオイ モッコ

マグサアライカゴ

収集地

秋Illlll

'1|本町

lll本川

森存Ill]

八森町

Wii"町

森占町

H仁町

八森mr

M化Ⅲ」

鳥海Ⅲ］

lll本町

八森町

秋川ill

秋Il1lll

角館Ill]

六郷町

枇iMh

ftllhlf

M叩nli

Ill沢湖mi-

雄||聯町

雌勝町

秋Ill市

Ill利町

秋Illlll

秋I-Hflf

秋Illlll

秋|||市

材質

ワラミゴ

杉皮、合版

ブドウ豊、合板

ブドウ腿

l、ヅラ

マタタビ

マタタビ、

ア,ケF､o.
′ ′ ー.と

|、ヅラ

ブドウ瞳

可
一

、
、
、

一
「
／

”
／

ﾌ］マ

ワラ

ワラ

ガヅギ

イタヤ

ﾉﾉ

1γI

アケビ豊

竹・M．藤

杉、ブドウ,塑、純

杉、純

杉、純

杉

帳

脳

雑木柴、純

雑木柴､純

雑木柴､純

雑木柴､紬

;板

ｼ板

､l法

8／37/24

60/37/55

19/51/34

35/41/43

16/43/28

21/19/19

19/19/18

4/25/20

22/31/31

34/41/38

9／52/32

12/33/20

11/30/23

50/28/30

50/27/36

25//42/34

37/49/32

31/46/37

36/41/65

5／44/149

7／34/122

5／32/122

36/42/86

21/49/53

27/42/61

77/91/58

22/49/51

27/42／7

47/62/58

写真

1弓

l／

18

16

M

1尺
八Lノ

20

19

ワウ
白色

O1
ムーI

、'1

乙L〕

24

25

26

ワ7
~【

28

29


